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看護学援助演習（3 年次前期，1 単位 30 時間），
母性看護学実習（3年次後期～4年次前期，2単
















































◎ ○ ○ ○
3 妊娠・分娩・産褥期および新生児期の健康
問題を解決するための援助方法を学ぶ。
△ ◎ ◎ ◎
4 母子保健医療チームにおける看護者の役割
を理解する。
○ ○ △ ◎
5 学生自らが次世代育成に関する意識を認識
し，自己概念を発達させる。
○ △ △ ◎
注）◎　非常に高い割合で教授する
　　○　教授する
　　△　単元の一部に含む
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しての母性看護学 4単位，臨地実習の中の母性看
護学実習 2単位と制定された内容を満たし，カリ
キュラムが運用されている1）。その後，看護師課
程の指定規則は 2008 年に専門分野の構造が変更
され（母性看護学は専門分野Ⅱに位置づけられ
た），統合分野が設定されて臨床実践に近い状況
を想定した学習を目指し，「看護の統合と実践」4
単位とそれに相応する臨地実習 2単位が加えられ
たものの母性看護学自体の単位数の変更はない。
つまり母性看護学に関しては，20 年近く大きな
改正がなく，カリキュラムが運用されていること
になる。「看護の統合と実践」に関する改正につ
いては，看護を取り巻く環境の変化に伴い，より
重要さが増していると考えられる教育内容の充実
を図ること，看護実践能力を強化することを目的
としており，その内容については各養成所に委ね
られているため，専門分野である母性看護学にど
のように反映されているかは定かではない。そし
て，今回の文献検討で見る限り，母性看護学実習
に大きな変更を加えている養成所は多くないもの
と考えられる。
　女性のライフサイクルや役割の多様化，医学の
進歩，人口減少と少子化，母子をめぐる生活環境
の著しい変化，国際結婚・外国人家族の増加など
により，母性への支援は質的にも量的にも変化
し，母性看護の役割はますます拡大されている。
そのため，母性看護学の基盤となる概念や実践の
方向も変容している，とテキスト上では示されて
いる3）。しかし，臨地実習としての母性看護学実
習のスタイルは大きく変わっていないのが現状の
ようである。文献検討上，そうとしか見えないだ
けのことであるならよいのだが，実態はどうなの
か。宍戸ら8）の調査でも，多くの養成校は母性看
護学実習施設の確保に困難を極めているのが実情
であり，産科施設に限った母性看護学実習だけで
は，もはや時代に即した看護学教育を提供してい
るとはいえないのではないかと考える。
Ⅴ　おわりに
　広義の母性看護の対象を視野に入れた母性看護
学実習の展開について考えるにあたり，周産期病
棟以外での実習を行っている例を文献により概観
し，本学の母性看護学実習を構築する上での示唆
を得た。今後さらに検討を進めていくが，教授目
標として挙げている　「5）学生自らが次世代育成
に関する意識を認識し，自己概念を発達させる。」
は，看護を提供する専門職者として母性看護を学
ぶというだけでなく，女性である学生自らが，母
性看護の対象であることを意識し，自らのライフ
コースを考えるきっかけとなることをも意図とし
て狙っている。専門職者であるがゆえに，将来の
家族形成とキャリアとの両立に困難さを抱える可
能性が高いことが予測されるが，母性看護学を学
ぶことにより，自分自身のリプロダクティブ・ヘ
ルスを保持増進させられるような知識や技術を獲
得することにつながればと願う。そのような母性
看護学の展開を構築したいと考えている。
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